






















































































































とで、 3 年間で論文を 2 本書かなくてはいけない
わけですけれども、中国の大学の学位と日本の愛
知大学の学位、この 2 つを授与するというプログ
ラムがございまして、これにつきましては現在す
でに毎年数名ずつ実績が出ているところでござい
ます。
余談になりますけれども、私自身は中国の専門
でも中国語が話せるわけでも何でもないわけです
が、今のプログラムに英語で授業をするという形
で参画をさせていただいておりまして、南聞大学
の経済学部の教員になっている、そういうケース
も現在ございます。先般日中学長会議というのが
ございまして、初めて参加をさせていただいたわ
けですが、会場が南聞大学だということもありま
して、会議のあと今の二重博士学位のプログラム
を修了して南聞大学で教鞭をとる、 2 人のいずれ
も女性の教員の方々と懇談をするという非常に嬉
しい時間を私自身持つことができました。
そのような学部・大学院という非常に特徴的な
形で、そして日本だけではなく世界的にも注目さ
れるプログラムを展開してきているところであり
ますが、併せて主に社会人を念頭に置いて、日本
で 4 番目の孔子学院というのを設置しています。
これは日本では立命館大学が一番手でございまし
て、アジアの中では韓国のソウルに設置されたの
が最初でございますけれども、愛知大学について
も中国のほうから要請がございまして、 2006年に
孔子学院を設置し、中国語あるいは中国に関する
教養的な講座を開設しております。こちらは毎年
だいたい1,500名ぐらい受講生がいるということ
で、非常に盛況でございます。
さらには社会貢献の一環になりますけれども、
毎年中国の思格員というところに植林事業を展開
しております。ポプラが主でございまして、毎年
40～45名ぐらいの植林隊を派遣し、既に13,000本
を超える植林をしております。現役の学生さん、
卒業生、さらには一般社会人も参加する視成チー
ムを編成して送り込みます。ちなみに本日司会を
していただいている馬場先生には、今年も植林隊
孫文一神戸、長崎そして東E同支書院・愛知大学一
の隊長をお務めいただいております。社会貢献で
あると同時に重要な教育の場として、この間続け
ているところでございます。
長くなってしまって申し訳ないんですけれど
も、せっかくの機会ですので以上愛知大学につい
て少しご紹介をさせていただいて、挨拶に代えさ
せていただきたいと思います。最後になりますけ
れども本日の講演会、あるいは明日まで続く展示
会が我々にとってだけではなく皆様にとっても実
り多き成果が得られるよう祈念申し上げます。本
日はありカfとうございました。
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